
2018年度

2年生 国語 「スイミー」

１クラス30名弱でつくるスイミーの「大きな魚」は、一人一匹しか描かないことから、とても貧弱です。迫力

がありません。とてもマグロを追い払えません。そこで、実物大くらいのマグロの絵を子どもたちに見せて、こ

れを追い払うためには、どれくらいの大きさの「大きな魚」にしなければならないかを考えさせました。マグロ

よりずっと大きな魚の下絵を用意し、一人何匹も小さな魚を描かせて、その下絵に貼っていきました。単に

小さな魚をたくさん貼るだけではなく、一番外側の魚には、一人ひとり、スイミーを読んでの一言を書かせて

いきました。指導はもちろん担任です。



【マグロの拡大について】

・インターネットでマグロの挿絵（フリーのもの）を探す。

・ソフト「一太郎」を使って、Ａ４横サイズの横割りで画面一杯にマグロの挿絵を貼り付ける。

・ソフト「一太郎」でポスター印刷の分割数４枚で印刷する。マグロの挿絵は２枚で印刷される。

・拡大コピーでＢ紙大に拡大し、２枚を貼り合わせる。

【大きな魚の拡大について】

・インターネットで大きな魚（今回はタイ）の挿絵（フリーのもの）を探す。

・Ａ４横サイズで画面一杯に魚の挿絵を貼り付け印刷する。

・Ａ４コピー紙に輪郭をトレースする。イメージスキャナでデジタル化する。

・ソフト「一太郎」を使って、Ａ４横サイズの画面一杯にトレースした魚の絵を貼り付ける。

・ソフト「一太郎」でポスター印刷の分割数４枚で印刷する。魚の絵は４枚で印刷される。

・拡大コピーでＢ紙大に拡大し、４枚を貼り合わせる。




